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 特定非営利活動法人ニーズ調査アンケート結果 

 

（１）アンケートの実施内容 

実施目的 

複雑・多様化する社会課題や市民ニーズへの対応としてNPO等の役割

が期待される中，ＮＰＯ活動の活性化に向け効果的な支援施策を実施する

必要がある。認定・特例認定の取得や安定かつ継続した法人運営等に繋げ

る法人基盤強化等施策の参考とするため，本市所轄のＮＰＯ法人に対しニ

ーズ調査を行うもの。 

実施期間 平成 30 年２月１日～平成 30 年６月 30 日 

対象 福岡市所轄の特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 

回答方法  ホームページ，窓口（市役所・あすみん），メール 等 

回答数  153 団体（平成 30 年６月末時点 646 団体，回答率 23.7％） 

 

（２）アンケート結果の集計 

  １ NPO 法人向けのセミナー・イベント等に関すること 

問１ 参加しやすい時間帯はいつですか （３つまで） 
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日曜午前

土曜夜間

土曜午後

土曜午前

平日夜間

平日午後

平日午前

【上位３項目】 
１ 平日午後（74）  ２ 平日夜間（72）  ３ 平日午前（51） 

単位︓団体 
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１日・単発型（２時間程度）, 79%

終日型（6～8時間
程度）, 9%

集中型（２～３日間
連続）, 1%

連続型（週１×４回
程度）, 5%

長期実践型（月１×６回程度）, 
5%

その他, 1%

チラシ
29%

ホームページ
18%

メールマガジン
31%

SNS（Facebook，
Twitter，LINE等）

21%

その他
1%

 

 

 

問２ 希望する開催形態はどれですか（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 情報はどのような形態が最も得やすいですか（１つのみ） 
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問４ 今後受講したいテーマがあれば教えてください（３つまで） 
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その他

特になし

NPO法人入門

行政との共働

企業との連携

Web・SNS活用

チラシデザイン

ボランティア募集・管理

理事・監事の役割

人材募集や育成

マネジメント

ファシリテーション

NPO法上の所轄庁手続き

労務管理

会計・税務

助成金申請

クラウドファンディング

ファンドレイジング

マーケティング

商品・サービスの開発・設計

【上位３項目】 
１ 助成金申請（66）  ２ 会計・税務（50）  ３ 企業との連携（38） 

単位︓団体 



4 
 

 

問５ 今後 3 年間の団体運営の方針を教えてください（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 
今後、団体で特に力を入れて取り組みたいことを教えてください 

（３つまで） 

拡大・成長
62%

現状維持
35%

縮小
1%

解散
1%

その他
1%

【上位３項目】 
１ 事業収益の増加（75）   ２ 寄附集め・支援者の増加（74）  ２ 人材の育成・獲得（74） 
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その他

特になし

一般向けのwebサイトの整備やSNSでの発信強化

支援者など関係者に対する会報やメールによる報告

NPOなど他の非営利団体とのつながり

行政との共働

企業との連携

メンバーの相互理解・話し合う時間の確保

ビジョン・ミッションの明確化

人材の育成・獲得

事業報告書・計算書類の作成

税理士・社労士・行政書士など専門家への相談

迅速かつ正確な会計処理

短期・中期経営計画の策定

寄附集め・支援者の増加

事業収益の増加

単位︓団体 
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その他

特になし

受託事業等の負担が大きく，本来，実施したかった事業ができなかった

一般向けのwebサイト・SNSやメルマガでの発信が少なかった

支援者など関係者に対する会報誌やメールでの報告が不十分または遅れた

行政との共働がうまくいかなかった

企業との連携がうまくいかなかった

運営で悩んだ時に相談する相手がいなかった

メンバーが減った（高齢化している場合も含む）

メンバーの意見がまとまらなかった

メンバーの会議での発言が少なかった

メンバーが会議に集まらなかった

総会・理事会の手続き

事業報告書・計算書類等，所轄庁への手続き（間違い・遅れ等）

保険など労務の手続き（間違い・遅れ等）

会計処理や納税手続き（間違い・遅れ等）

補助金・助成金が見込み通り得られなかった

寄附金が見込みよりも少なかった

事業収益が見込みより少なかった

 

 

 

問７ 
過去１年間で、実際にあった団体運営の困りごとを教えてください

（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上位３項目】 
１ 事業収益が見込みより少なかった（49）  ２ 会計処理や納税手続き（間違い・遅れ等）（33） 
３ 寄附金が見込みよりも少なかった（31），補助金・助成金が見込み通り得られなかった（31） 

単位︓団体 
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2  認定・特例認定特定非営利活動法人制度に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 
「認定・特例認定特定非営利活動法人制度」による認定・特例認定を

受けたいと思いますか（１つのみ） 

【上位３項目】 
１ 関心はあるが，検討はしていない（56）    
２ 関心があり，検討をしたが，申請しないことにした（17） 
２ よくわからない（17） 
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17

16

17

56
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13

1

7

11

0 20 40 60

その他
→終了

よくわからない
→終了

関心がない
→終了

関心があり，検討をしたが，申請しないことにした
→問11へ

関心はあるが，検討はしていない
→問11へ

関心があり，特例認定申請を具体的に検討している
→問9・問10へ

関心があり，認定申請を具体的に検討している
→問9・問10へ

特例認定を受けたいと思っており，申請準備を進めている
→問9・問10へ

認定を受けたいと思っており，申請準備を進めている
→問9・問10へ

既に受けている
→問9へ

単位︓団体 
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25

26

0 20 40

その他

内部の管理体制を整えるため

内部の士気を高めるため

社会的信用・認知度を高めるため

収益事業に係る法人税を減らすため
（みなし寄付金制度の活用：※認定のみ）

相続（遺贈）財産の寄付を集めやすくするため
（相続税の非課税特例を活用：※認定のみ）

企業からの寄付を集めやすくするため
（損金参入枠の拡大を活用）

個人からの寄付を集めやすくするため
（寄付金控除の活用）

 

 

 

問 9 なぜ「認定・特例認定」を受けたいと考えましたか（すべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上位３項目】 
１ 社会的信用・認知度を高めるため（40）    
２ 個人からの寄附を集めやすくするため（寄付金控除の活用）（26） 
３ 企業からの寄附を集めやすくするため（損金参入枠の拡大を活用）（25） 

単位︓団体 
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その他

特になし

日常業務が忙しく手続きする時間がない

理事・社員・職員・支援者の賛同や協力を得ることが難しい

事務資料（帳簿，証憑書類等）の整備，整理が煩雑である

申請書類の作成が煩雑で手間がかかる

会計や税務，労務に関する専門的知識を持ったスタッフが足りない

認定要件等の制度が煩雑で理解が難しい

要件を満たす寄付金を集めることが難しい（※認定のみ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 
認定・特例認定申請を行う上での課題と考えるものは何ですか 

（すべて） 

【上位３項目】 
１ 日常業務が忙しく手続きする時間がない（19） 
２ 要件を満たす寄附金を集めることが難しい（※認定のみ）（18） 
２ 会計や税務，労務に関する専門的知識を持ったスタッフが足りない（18） 

単位︓団体 
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問 11 
関心はあるが，検討を行っていない（又は申請しないこととした）理

由は何ですか（すべて） 
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24

30

16

4

38

0 20 40

その他

認定・特例認定を受ける必要性を感じないため

日常業務が忙しいため，申請準備・検討・手続きを
行う時間がないため

理事・社員・職員・支援者の賛同や協力を得ること
が困難なため

事務資料（帳簿・証憑書類）等の整備，整理が
煩雑であるため

申請書類の作成が煩雑であるため

会計や税務，労務に関する専門的知識を持った
スタッフが足りないため

認定・特例認定の仕組みや基準を満たしているか
どうかがわからないため

パブリックサポートテスト以外の認定基準を満たす
ことができないため

パブリックサポートテストにおける認定基準を満たす
ことができないため（※認定のみ）

【上位３項目】 
１ 日常業務が忙しいため，申請準備・検討・手続きを行う時間がないため（42）    
２ パブリックサポートテストにおける認定基準を満たすことができないため（※認定のみ）（38） 
３ 会計や税務，労務に関する専門的知識を持ったスタッフが足りないため（30） 

 くわ  

単位︓団体 


